
■
音
楽
隊
の
活
動
内
容

消
防
組
合
音
楽
隊
は
、昭

和
59
年
の
発
足
以
来
30
年

間
、救
急
フ
ェ
ア
や
消
防
音

楽
隊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

の
定
期
的
な
行
事
は
も
と

よ
り
、県
、印
旛
地
区
ま
た

は
身
近
な
市
民
団
体
の
出

演
依
頼
に
応
え
、年
間
10
〜

15
件
程
度
の
行
事
に
出
演

し
て
い
ま
す
。

消
防
広
報
を
目
的
と
し

て
お
り
、近
年
で
は
音
楽
隊

員
に
よ
る
AED
の
使
用
方
法

を
楽
し
く
学
べ
る
寸
劇
や
、

子
供
向
け
に
防
火
の
た
め
の

音
楽
紙
し
ば
い
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。ま
た
、管
内
小

中
学
校
の
合
唱
部
な
ど
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
も

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
10
月
ご
ろ
行
わ
れ
る

千
葉
県
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、千
葉
県
内
の

消
防
音
楽
隊
が
一
同
に
介
し

て
合
同
で
演
奏
を
す
る
と
と

も
に
、消
防
広
報
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
27
年
10
月
22
日
、成

田
国
際
空
港
で
航
空
機
事

故
消
火
救
難
総
合
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、日
本
の
空
の
玄
関

口
で
あ
る
成
田
国
際
空
港
で

航
空
機
事
故
が
発
生
し
た

際
、各
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
も
の
で
、当

日
は
65
機
関
、１
，２
０
０
名

が
参
加
し
、消
防
組
合
か
ら

も
救
助
隊
と
消
火
隊
及
び

救
急
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、離
陸
滑
走
中
の

旅
客
機
エ
ン
ジ
ン
か
ら
出

火
、機
体
が
炎
上
し
多
数
の

負
傷
者
が
出
て
い
る
と
の
想

定
で
行
わ
れ
、実
際
の
機
体

を
使
用
し
救
助
隊
に
よ
る
機

内
か
ら
の
要
救
助
者
の
救

出
、救
急
隊
に
よ
る
ト
リ

ア
ー
ジ
と
応
急
処
置
、消
防

隊
に
よ
る
消
火
活
動
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

成
田
国
際
空
港
で
は
年

間
約
２
２
，０
０
０
回
の
離

発
着
が
あ
り
、平
成
21
年
に

は
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
80
便
が
着

陸
に
失
敗
し
て
炎
上
す
る

事
故
が
発
生
、消
防
組
合
か

ら
も
化
学
車
１
台
が
出
動

し
活
動
し
ま
し
た
。ひ
と
た

び
発
生
す
れ
ば
大
災
害
と

な
っ
て
し
ま
う
航
空
機
事

故
。事
故
が
発
生
し
た
際
、

１
人
で
も
多
く
の
命
が
助

け
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら

も
他
機
関
と
訓
練
を
重
ね

航
空
機
災
害
に
備
え
て
い

き
ま
す
。

◯
過
去
最
大
規
模
の
訓
練

平
成
27
年
11
月
13
日

（
金
）、14
日（
土
）の
２
日

間
、千
葉
県
市
原
市
菊
間
・

市
原
ス
ポ
レ
ク
パ
ー
ク
隣

接
地
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、

第
５
回
目
を
迎
え
る
今
回

の
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国

合
同
訓
練
は
、北
は
北
海

道
、南
は
沖
縄
県
の
全
て
の

都
道
府
県
か
ら
約
600
隊
、約

２
，２
０
０
名
の
緊
急
消
防

援
助
隊
が
参
加
し
た
ほ
か
、

警
察
、自
衛
隊
、災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
実
動

機
関
か
ら
も
200
名
が
参
加

し
、過
去
最
大
規
模
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◯
実
践
的
な
訓
練
内
容

こ
の
訓
練
で
は
、首
都
直

下
型
地
震
と
海
溝
型
地
震

が
連
続
し
て
発
生
、千
葉

県
で
は
最
大
震
度
７
を
観

測
し
、市
街
地
火
災
、コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
火
災
、津
波
浸

水
な
ど
複
合
的
な
災
害
が

広
範
囲
で
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、よ
り
実
践
的

に
す
る
た
め
に
、内
容
を
事

前
に
隊
員
に
は
知
ら
せ
な

い
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
と
呼
ば

れ
る
訓
練
方
法
で
、県
庁

や
消
防
本
部
な
ど
で
行
う

図
上
訓
練
と
、実
際
に
部

隊
が
活
動
す
る
参
集
訓

練
、実
動
訓
練
を
連
携
さ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
か
ら
陸
路
で

千
葉
県
に
進
出
す
る
ほ
か
、

自
衛
隊
大
型
ヘ
リ
、民
間
の

フ
ェ
リ
ー
や
航
空
機
な
ど

多
彩
な
手
段
で
参
集
す
る

訓
練
を
行
い
、陸
路
で
迅
速

な
進
出
が
困
難
な
場
合
の

対
応
の
検
証
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◯
消
防
組
合
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
３
隊
参
加

消
防
組
合
か
ら
は
、千
葉

県
広
域
応
援
統
括
指
揮
隊

１
隊
４
名
、千
葉
県
第
２
ブ

ロ
ッ
ク
方
面
指
揮
隊
１
隊

４
名
、後
方
支
援
隊
１
隊
４

名
の
計
３
隊
12
名
が
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

◯
全
国
か
ら
一
同
に
集
結

総
務
省
消
防
庁
で
は
、緊

急
消
防
援
助
隊
の
消
火
・

救
助
技
術
や
指
揮
・
連
携

活
動
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成

７
年
以
降
、５
年
に
１
回
、

全
国
の
緊
急
消
防
援
助
隊

が
一
同
に
集
結
し
て
合
同
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、将
来
発

生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
首

都
直
下
型
地
震
等
の
大
規

模
災
害
に
対
応
出
来
る
よ

う
、今
後
も
市
町
村
、県
域

を
越
え
た
訓
練
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

消防広報紙
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先
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…
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…
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…
…
…
…
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２
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国
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緊急消防援助隊が出動！緊急消防援助隊が出動！
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

２ページのきゅうじょたいのしゃしんの中にいるよ！

関
東・東
北
豪
雨
被
害
発
生

平
成
27
年
９
月
、台
風
18

号
の
影
響
で
関
東・東
北
地
方

が
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
、10
日
に

は
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、

茨
城
県
常
総
市
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
緊
急
消
防

援
助
隊
第
３
次
千
葉
県
大
隊

と
し
て
出
動
要
請
を
受
け
、平

成
27
年
９
月
15
日
に
消
防
本

部
に
て
出
発
式
を
行
い
、茨
城

県
常
総
市
に
向
け
出
動
し
ま

し
た
。

◯
出
動
し
た
隊

・
消
火
小
隊
１
隊（
隊
員
５
名
）

・
後
方
支
援
小
隊
１
隊

 

（
隊
員
４
名
）

◯
活
動
期
間

・
平
成
27
年
９
月
15
日
か
ら

　
９
月
17
日
ま
で
の
３
日
間

◯
活
動
内
容

・
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
等

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
平
成
７
年
６
月
に
創
設

さ
れ
、今
年
で
発
足
20
年
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

に
出
動
し
、国
民
の
安
全
・
安

心
に
貢
献
し
て
お
り
、消
防
組

合
か
ら
は
11
隊
43
名
の
隊
員

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊急消防援助隊出発式

組
合
議
会
議
員
が

    

改
選
さ
れ
ま
し
た

◆
八
街
市
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】平
成
27
年
９
月
29
日

　
林　

 

政
男 

議
員

　
湯
淺 

祐
德 

議
員

　
石
井 

孝
昭 

議
員

【
退
任
】平
成
27
年
９
月
15
日

　
林　

 

政
男 

議
員

　
湯
淺 

祐
德 

議
員

　
中
田 

眞
司 

議
員

は
や
し　

  

ま
さ
お

 

ゆ
あ
さ   

ゆ
う
と
く

 

い
し
い   

た
か
あ
き

は
や
し　

  

ま
さ
お

 

ゆ
あ
さ   

ゆ
う
と
く

 

な
か
た   

し
ん
じ

捜索活動をする隊員（常総市）
３月１日～３月７日

「無防備な  心に火災が  かくれんぼ」

火災予防運動実施中！

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練 

〜
市
原
市
ほ
か
〜

消
防
音
楽
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
音
楽
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

航
空
機
災
害
に
備
え
て

人事行政運営等の状況

平成 2 6 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数

◎勤務時間の状況（平成27年4月1日現在）

◎職員の分限処分の状況（平成26年度）

◎年次有給休暇の状況（平成26年）

◎職員数の状況
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

◎職員の平均給与月額等
2. 職員の給与の状況について

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

5. 職員の服務の状況について

（１）歳入

6. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況について（平成26年度）

採用者数
12人

平均使用日数
10.4

取得率
23.8%

職　種

消　防

退職者数
13人 （採用者数は平成26年度分、

 退職者数は平成25年度分）

平成26年
372人

平成27年
372人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職3人を除く。

（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

　佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民のみなさんにご理解いただくため、次のとおり公表し
ます。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団な
どの救急救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修な
どを実施しております。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その
他の分野における能力アップを目的とした研修なども実施しております。
　また、職員の執務について、定期的に能力や実績などに関しての勤務成績の評定を行い、その評定の結果に
基づき、昇任などを行っております。

7. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成26年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催
して職員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医
による職場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

8. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成26年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 0 0

◎職員の懲戒処分の状況（平成26年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 0 0 0 0

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況 認定件数　2件
（３）佐倉市八街市酒々井町消防組合職員共済会による福利厚生事業

概　　要：職員共済会に助成金（平成26年度決算額）1,488,000円（1人あたり4,000円）
事業内容：健康管理セミナーの開催、救急医薬品配備等を実施

（４）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業
概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（５）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

平成26年4月1日現在 平成27年4月1日現在

42歳4月

平均給与 平均給与
月　 額
447,141円 42歳8月

平均年齢 平均年齢
給　料
341,124円

諸手当
106,017円

月　 額
449,502円

給　料
339,400円

諸手当
110,102円

科目
歳入合計
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債

決算額（円）区分

4,267,961,498
3,732,943,858

1,646,880
0

12,634,000
561,273

0
44,000,000

336
189,975,151
286,200,000

構成比（％）

100.0
87.5
0.0
0.0
0.3
0.0
0.0
1.0
0.0
4.5
6.7

（4）構成市町別分担金

科目
合計
佐倉市
八街市
酒々井町

合計区分

3,732,943,858
2,317,717,137
1,022,545,124
392,681,597

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

3,446,026,000
2,099,522,000
973,451,000
373,053,000

276,930,858
212,112,137
46,272,124
18,546,597

9,987,000
6,083,000
2,822,000
1,082,000

（２）歳出

科目
歳出合計
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費

決算額（円）区分

4,239,261,123
978,018
1,092,649

3,960,259,598
276,930,858

0

構成比（％）

100.0
0.0
0.0
93.4
6.6
0.0

（3）性質別歳出決算額

科目
歳出合計
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費
　  （１）元利償還金
　普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金

決算額（円）区分

4,239,261,123
3,175,913,301
228,573,217
8,187,231

238,022,116
276,930,858
276,930,858
311,072,400

0
311,072,400

562,000

構成比（％）

100.0
74.9
5.4
0.2
5.6
6.6
6.6
7.3
0.0
7.3
0.0

（単位：円）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

平成27年 4月29日
平成27年 5月 4日
平成27年 5月11日
平成27年 6月28日
平成27年 8月22日
平成27年 9月 5日
平成27年 9月12日
平成27年 10月15日
平成27年 10月24日
平成27年 10月25日
平成27年 11月22日
平成27年 12月12日
平成28年 1月 9日
平成28年 1月10日
平成28年 1月11日

平成28年 3月 6日

ユーカリが丘緑のまつり
佐倉草ぶえの丘五月祭
八街市戦没者追悼式
第35回印旛支部消防操法大会
臼井ふるさとにぎわい祭り
救急フェア
佐倉東部地区敬老会
酒々井町戦没者追悼式
千葉県消防音楽隊フェスティバル
ユーカリフェスタ
酒々井町新酒祭り
白銀自治会クリスマスコンサート
酒々井町消防出初式
佐倉市消防出初式
八街市消防出初式
平成27年度佐倉市春季
少年野球大会開会式（予定）

ユーカリが丘南公園
佐倉草ぶえの丘
八街市中央公民館
印旛西部公園
佐倉市民音楽ホール 他
ベイシア佐倉店
佐倉小学校
プリミエール酒々井
市川市文化会館
ユーカリが丘南公園
飯沼本家
白銀小学校
中央台公園
岩名運動公園
八街市スポーツプラザ

岩名運動公園

出 演 日 出 演 行 事 場  所

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
童
謡
・

ア
ニ
メ
の
曲
か
ら
演
歌
、懐

メ
ロ
ま
で
幅
広
く
、出
演
時

の
年
齢
層
を
考
慮
し
て
選

曲
し
て
い
ま
す
。

■
音
楽
隊
の
出
演
依
頼

音
楽
隊
員
は
、主
に
消
防

隊
、救
急
隊
、救
助
隊
の
職

員
が
交
代
制
勤
務
の
合
間

に
練
習
を
重
ね
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、
勤
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
、出
演

希
望
日
の
お
お
む
ね
２
ヶ
月

前
ま
で
に
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、行
事
の
内
容

等
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。平

成
27
年
度
の
出
演
状
況
は

左
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、音
楽
隊
の
出
演
予

定
に
関
し
て
は
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
順
次
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
企
画
調
整
室

☎
４
８
１ - 

１
２
０
６

U
RL

http://w
w
w
.119-sys.jp/t

he-firefighting-headqua
rters/soum

u-ka/fire-fig
hting-m

usicalband.htm
l

平成２７年度消防音楽隊活動状況

表1 表4



落
下
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。３
月
は
ま
だ
寒
い
日
が

あ
り
ま
す
。ス
ト
ー
ブ
を
使
用

す
る
際
は
安
全
対
策
を
万
全

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト（
３
つ
の

習
慣・４
つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

1
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず

火
を
消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
。

2
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る
。

4
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
27
年
10
月
に
志
津
消
防

署
志
津
南
出
張
所
の
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
が
更
新
さ
れ
、こ

れ
ま
で
20
年
間
頑
張
っ
て
き
た

旧
車
両
に
変
わ
り
、配
備
さ
れ

ま
し
た
。

●
特
徴
そ
の
１

先
端
屈
折
５
連
式
は
し
ご

長
さ
2.54
ｍ
の
は
し
ご
先
端
部

分
が
屈
折
し
、屈
折
角
80
度
の

動
作
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
た

め
、電
線
や
高
層
ビ
ル
屋
上
に

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
障
害
物
が
あ
る

場
合
で
も
、旧
車
両
よ
り
も
は
し

ご
先
端
部
分
を
目
標
に
近
づ
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、よ
り
迅

速
な
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ま
た
、５
連
式
は
し
ご
は
、75

度
で
全
伸
長
し
た
場
合
約
35
ｍ

の
高
さ
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
、起
伏
角
度
は
75
度
〜
-10 
度

ま
で
作
動
す
る
た
め
、高
所
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、低
所
へ
の
救
助

活
動
も
可
能
で
す
。

●
特
徴
そ
の
２

固
定
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
装
置

固
定
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
装
置
が

は
し
ご
先
端
に
設
置
さ
れ
て
い

て
、許
容
荷
重
約
270
㎏
で
３
名
ま

で
搭
乗
可
能
で
す
。ま
た
、平
衡

装
置
を
備
え
て
い
る
た
め
、常
に

水
平
状
態
を
保
ち
、セ
ン
タ
ー
ス

イ
ッ
チ
に
よ
り
先
端
の
障
害
物

を
感
知
し
て
自
動
停
止
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
中
央
部
分
に
は

電
動
式
放
水
銃
が
装
備
さ
れ
て

い
て
、車
体
側
の
基
部
操
作
部

と
、バ
ス
ケ
ッ
ト
側
の
操
作
装
置

の
両
方
か
ら
操
作
が
可
能
で
、高

所
か
ら
の
放
水
作
業
を
素
早
く

行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
、

こ
の
放
水
銃
の
ノ
ズ
ル
を
泡
放

水
用
エ
ア
ー
フ
ォ
ー
ム
ノ
ズ
ル
に

交
換
す
る
こ
と
で
、泡
放
水
も
可

能
で
す
。

●
特
徴
そ
の
３

伸
縮
水
路
装
置

車
両
の
後
ろ
に
付
い
て
い
る

中
継
口
か
ら
送
ら
れ
た
水
を
、バ

ス
ケ
ッ
ト
の
放
水
銃
ま
で
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。は
し
ご
部
分

の
裏
側
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、は

し
ご
の
動
き
と
連
動
し
て
水
路

が
伸
縮
し
ま
す
。

旧
車
両
で
は
、専
用
ホ
ー
ス
を

隊
員
が
手
作
業
で
結
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
伸
縮

水
路
装
置
が
装
備
さ
れ
た
こ
と

で
、送
水
が
よ
り
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
特
徴
そ
の
４

バ
ス
ケ
ッ
ト
と
リ
フ
タ
ー
の

　
　
　
　
　
同
時
使
用
が
可
能

旧
車
両
で
は
、リ
フ
タ
ー
を
使

用
す
る
際
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
外

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

消
防
組
合
で
は
、平
成
27

年
11
月
５
日
か
ら
平
成
28
年

２
月
11
日
の
約
３
か
月
間
、救

助
隊
員
養
成
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

救
助
隊
員
は
、強
じ
ん
な

体
力
と
精
神
力
が
必
要
と
さ

れ
る
た
め
、実
際
に
隊
員
と
し

て
現
場
で
活
動
で
き
る
期
間

は
消
防
隊・救
急
隊
と
比
べ
あ

ま
り
長
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
定
期
的
に
養
成
訓

練
を
行
い
、若
い
救
助
隊
員
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
養
成
員
は
、平
成

26
年
度
ま
で
に
採
用
さ
れ
た

職
員
で
、オ
レ
ン
ジ
の
救
助
服

に
あ
こ
が
れ
る
11
名
で
し
た
。

現
役
の
先
輩
救
助
隊
員
の

熱
い
指
導
の
も
と
、基
本
的
な

ロ
ー
プ
の
縛
り
方
か
ら
、は
し

ご
等
の
資
器
材
を
使
用
し
傷

病
者
を
救
出
す
る
ま
で
の
応

用
的
な
訓
練
を
行
い
、訓
練

最
終
日
に
は
、救
助
隊
長
と

副
隊
長
の
厳
し
い
視
線
の
中
、

総
合
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
験
に
無
事
合
格
し
、

晴
れ
て
救
助
隊
員
と
な
っ
て

も
、一
つ
と
し
て
同
じ
状
況
が

な
い
現
場
で
救
助
活
動
を
行

う
た
め
に
、さ
ら
に
厳
し
い
訓

練
が
待
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

全
員
が「
一
人
で
も
多
く
の
命

を
助
け
た
い
」と
い
う
熱
い
思

い
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
の

で
、今
後
も
消
防
組
合
救
助
隊

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

3 2

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

（
平
成
27
年
１
月
〜
12
月
末
）

平
成
27
年
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
77
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
42
件
減
少

し
ま
し
た
。構
成
市
町
別
に
み
る

と
佐
倉
市
が
46
件
で
10
件
減

少
、八
街
市
が
27
件
で
27
件
減

少
、酒
々
井
町
が
４
件
で
５
件
減

少
で
し
た
。過
去
５
年
間
の
平
均

は
１０５
件
で
、こ
れ
と
比
較
す
る
と

平
成
27
年
は
例
年
よ
り
も
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、火
災
種
別
で
は
、建
物

火
災
が
39
件
で
最
も
多
く
、そ
の

他
火
災
24
件
、車
両
火
災
８
件
、

林
野
火
災
６
件
と
続
い
て
い
ま

す
。建
物
火
災
の
原
因
別
で
は
、

「
放
火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」

に
よ
り
発
生
し
た
火
災
が
７
件

で
最
も
多
く
、次
い
で「
こ
ん
ろ
」・

「
た
ば
こ
」・「
マ
ッ
チ・ラ
イ
タ
ー
」

に
よ
り
発
生
し
た
火
災
が
そ
れ

ぞ
れ
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
１
２
，０
４

９
件
で
、前
年
と
比
較
し
て
４５４
件

の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に

み
る
と
佐
倉
市
が
７
，４
４
５
件

で
３５２
件
の
増
加
、八
街
市
が
３
，６

２
８
件
で
１２７
件
の
増
加
、酒
々
井

町
が
９７６
件
で
25
件
の
減
少
で
す
。

事
故
種
別
で
は｢
急
病｣
が
最

も
多
く
７
，６
３
７
件
、次
い
で「
一

般
負
傷
」が
１
，６
５
５
件
、｢
交

通
事
故｣

が
１
，１
５
６
件
で
す
。

救
助
出
場
件
数
は
、139
件
で

前
年
と
比
較
し
て
５
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
78
件
、八
街
市
が
41

件
、酒
々
井
町
が
20
件
で
す
。

火災発生状況

救急出場状況 急病 一般負傷 交通事故 その他

建物 林野 車両 その他

先端屈折式はしご付消防自動車

バスケット リフター

伸縮水路装置はしご先端部分

先
端
屈
折
式
は
し
ご
付
消
防
自
動
車

若
き
救
助
隊
員
を
育
成

〜
救
助
隊
員
養
成
訓
練
〜

大
規
模
災
害
発
生
！

　
　
そ
の
時
あ
な
た
は
？

大
規
模
災
害
発
生
！

　
　
そ
の
時
あ
な
た
は
？

た
が
、バ
ス
ケ
ッ
ト
と
リ
フ
タ
ー

が
同
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、バ
ス
ケ
ッ
ト
を

使
用
し
素
早
く
要
救
助
者
に
近

づ
き
、さ
ら
に
リ
フ
タ
ー
を
使
用

し
て
連
続
的
に
要
救
助
者
を
救

出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
活
用

し
、よ
り
迅
速
な
消
防
活
動
を

行
う
た
め
に
、隊
員
一
人
一
人
が

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す

る
と
公
共
交
通
機
関
が
運
行

を
停
止
し
、帰
宅
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、災
害
発
生
時
に
多

く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅

を
始
め
る
と
、火
災
や
沿
道
の

建
物
か
ら
の　
落
下
物
な
ど
に

よ
り
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、災
害
時
に
優
先

さ
れ
る
べ
き
救
助
・
救
急
活
動

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

【
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
】

○
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
し
よ
う
。

○
職
場
や
集
客
施
設
等
の
安

全
な
場
所
に
と
ど
ま
ろ
う
。

○
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無

事
を
確
か
め
よ
う
。

○
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な

ど
を
入
手
し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

　
　
　
　
　
お
き
た
い
こ
と
】

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち

歩
こ
う
。

○
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、手

袋
、飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用

意
し
よ
う
。

○
事
前
に
家
族
な
ど
と
安
否
確

認
の
方
法
や
集

合
場
所
を
話
し

合
っ
て
お
こ
う
。

○
徒
歩
や
バ
ス

に
よ
り
帰
宅
経

路
の
状
況
を
確

認
し
て
お
こ
う
。

○
帰
宅
経
路
の

コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は

コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
と
徒
歩
帰
宅
支
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、水
道
水
、ト

イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど
を
可
能

な
範
囲

で
提
供

し
て
い

た
だ
け

ま
す
。）

倒
壊
建
物
か
ら
人
命
を
救
う 

〜
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
訓
練
〜
　

こ
の
運
動
は
、火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、高

齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
の
火
災
統
計

（
平
成
26
年
消
防
庁
資
料
）か
ら

●
建
物
火
災
の
出
火
原
因

１
位 

こ
ん
ろ

２
位 

た
ば
こ　

３
位 

放
火

４
位 

ス
ト
ー
ブ

５
位 

放
火
の
疑
い

●
死
者
の
発
生
し
た

　
住
宅
火
災
の
出
火
原
因

１
位 

た
ば
こ

２
位 

ス
ト
ー
ブ　

３
位 

放
火

４
位 

こ
ん
ろ

５
位 

放
火
の
疑
い

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

状
況
は
、１
，０
０
６
人
で
、う

ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
699

人
で
し
た
。高
齢
者
の
占
め
る

割
合
は
約
70
％
に
な
り
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
出
火
原

因
別
で
見
て
い
く
と
、た
ば
こ

を
出
火
原
因
と
す
る
火
災
で

は
不
適
当
な
場
所
へ
の
放
置

に
よ
る
も
の
や
、火
源
の
転

倒
・
落
下
、消
火
し
た
つ
も
り

の
再
燃
等
が
あ
り
ま
す
。ス

ト
ー
ブ
を
出
火
原
因
と
す
る

火
災
で
は
可
燃
物
の
接
触
・

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

【
統
一
標
語
】

３
月
１
日
〜
７
日

３
月
１
日
〜
７
日

無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ

火災予防ポスター展入賞者 平
成
28
年
１
月
12
日（
火
）、

13
日（
水
）の
２
日
間
、地
震
等

に
よ
る
大
規
模
災
害
発
生
時

の
救
出
活
動
に
備
え
て
、解
体

予
定
の
旧
志
津
公
民
館
の
庁

舎
を
使
用
し
て
ブ
リ
ー
チ
ン
グ

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

■
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
と
は
？

震
災
現
場
な
ど
で
、建
物
が

崩
れ
て
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人

を
探
し
出
し
、救
出
す
る
た
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
や
壁
な
ど

の
一
部
を
破
壊
し
て
、救
出
の
た

め
の
穴
を
開
け
る
方
法
で
す
。

助
け
を
求
め
る
人
が
近
く
に

い
る
場
合
に
な
る
べ
く
破
片
が

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
す
る

「
ク
リ
ー
ン
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
」、

近
く
に
人
が
い
な
い
場
合
に
で

き
る
限
り
早
く
穴
を
開
け
る

「
ダ
ー
テ
ィ
ー
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
山
武
郡
市
消
防
本
部
と
連
携

今
回
は
実
際
の
建
物
を
使

用
し
て
訓
練
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
し
た
の
で
、隣
接
し
て
い

る
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
と
合
同
で
訓
練
を

行
い
、連
携
活
動
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。消
防

組
合
で
は
、こ
の
よ
う
な
機
会

を
と
ら
え
、よ
り
現
実
の
災
害

現
場
に
近
い
状
況
で
訓
練
を
重

ね
、一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 クリーンブリーチング

ロープブリッジ渡過訓練応急はしご救出訓練

平
成
27
年
度
の
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
展
は
、管
内
小

学
校
30
校
か
ら
534
点
の
応
募

が
あ
り
、そ
の
う
ち
55
点
の

入
賞
者
に
賞
状
と
賞
品
を
、

ま
た
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

を
贈
り
ま
し
た
。ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
千
代
田
小
学
校

６
年　
岡　

 

健
太
さ
ん

■
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
佐
倉
小
学
校

５
年　
山
田 

千
尋
さ
ん

■
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

八
街
市
立
実
住
小
学
校

５
年　
川
村 

青
空
さ
ん

■
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

６
年　
塚
本 

永
愛
さ
ん

■
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
上
志
津
小
学
校

１
年　
菊
地　

 

涼
さ
ん

■
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
実
住
小
学
校

３
年　
札
場 

詩
織
さ
ん

■
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

６
年　
鳥
海 

柚
月
さ
ん

以
上
が
特
別
賞
７
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か        

け
ん
た

 

や
ま
だ   

ち
ひ
ろ

か
わ
む
ら   

そ
ら

つ
か
も
と   

と
あ

 

き
く
ち       

り
ょ
う

 

ふ
だ
ば    

し
お
り

と
り
う
み  

ゆ
づ
き
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落
下
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。３
月
は
ま
だ
寒
い
日
が

あ
り
ま
す
。ス
ト
ー
ブ
を
使
用

す
る
際
は
安
全
対
策
を
万
全

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト（
３
つ
の

習
慣・４
つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

1
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

2
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
。

3
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず

火
を
消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
。

2
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、住
宅
用
消
火

器
等
を
設
置
す
る
。

4
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

平
成
27
年
10
月
に
志
津
消
防

署
志
津
南
出
張
所
の
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
が
更
新
さ
れ
、こ

れ
ま
で
20
年
間
頑
張
っ
て
き
た

旧
車
両
に
変
わ
り
、配
備
さ
れ

ま
し
た
。

●
特
徴
そ
の
１

先
端
屈
折
５
連
式
は
し
ご

長
さ
2.54
ｍ
の
は
し
ご
先
端
部

分
が
屈
折
し
、屈
折
角
80
度
の

動
作
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
た

め
、電
線
や
高
層
ビ
ル
屋
上
に

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
障
害
物
が
あ
る

場
合
で
も
、旧
車
両
よ
り
も
は
し

ご
先
端
部
分
を
目
標
に
近
づ
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、よ
り
迅

速
な
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。

ま
た
、５
連
式
は
し
ご
は
、75

度
で
全
伸
長
し
た
場
合
約
35
ｍ

の
高
さ
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
、起
伏
角
度
は
75
度
〜
-10 
度

ま
で
作
動
す
る
た
め
、高
所
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、低
所
へ
の
救
助

活
動
も
可
能
で
す
。

●
特
徴
そ
の
２

固
定
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
装
置

固
定
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
装
置
が

は
し
ご
先
端
に
設
置
さ
れ
て
い

て
、許
容
荷
重
約
270
㎏
で
３
名
ま

で
搭
乗
可
能
で
す
。ま
た
、平
衡

装
置
を
備
え
て
い
る
た
め
、常
に

水
平
状
態
を
保
ち
、セ
ン
タ
ー
ス

イ
ッ
チ
に
よ
り
先
端
の
障
害
物

を
感
知
し
て
自
動
停
止
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
中
央
部
分
に
は

電
動
式
放
水
銃
が
装
備
さ
れ
て

い
て
、車
体
側
の
基
部
操
作
部

と
、バ
ス
ケ
ッ
ト
側
の
操
作
装
置

の
両
方
か
ら
操
作
が
可
能
で
、高

所
か
ら
の
放
水
作
業
を
素
早
く

行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
、

こ
の
放
水
銃
の
ノ
ズ
ル
を
泡
放

水
用
エ
ア
ー
フ
ォ
ー
ム
ノ
ズ
ル
に

交
換
す
る
こ
と
で
、泡
放
水
も
可

能
で
す
。

●
特
徴
そ
の
３

伸
縮
水
路
装
置

車
両
の
後
ろ
に
付
い
て
い
る

中
継
口
か
ら
送
ら
れ
た
水
を
、バ

ス
ケ
ッ
ト
の
放
水
銃
ま
で
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。は
し
ご
部
分

の
裏
側
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、は

し
ご
の
動
き
と
連
動
し
て
水
路

が
伸
縮
し
ま
す
。

旧
車
両
で
は
、専
用
ホ
ー
ス
を

隊
員
が
手
作
業
で
結
合
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
伸
縮

水
路
装
置
が
装
備
さ
れ
た
こ
と

で
、送
水
が
よ
り
迅
速
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
特
徴
そ
の
４

バ
ス
ケ
ッ
ト
と
リ
フ
タ
ー
の

　
　
　
　
　
同
時
使
用
が
可
能

旧
車
両
で
は
、リ
フ
タ
ー
を
使

用
す
る
際
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
外

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

消
防
組
合
で
は
、平
成
27

年
11
月
５
日
か
ら
平
成
28
年

２
月
11
日
の
約
３
か
月
間
、救

助
隊
員
養
成
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

救
助
隊
員
は
、強
じ
ん
な

体
力
と
精
神
力
が
必
要
と
さ

れ
る
た
め
、実
際
に
隊
員
と
し

て
現
場
で
活
動
で
き
る
期
間

は
消
防
隊・救
急
隊
と
比
べ
あ

ま
り
長
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
定
期
的
に
養
成
訓

練
を
行
い
、若
い
救
助
隊
員
を

育
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
養
成
員
は
、平
成

26
年
度
ま
で
に
採
用
さ
れ
た

職
員
で
、オ
レ
ン
ジ
の
救
助
服

に
あ
こ
が
れ
る
11
名
で
し
た
。

現
役
の
先
輩
救
助
隊
員
の

熱
い
指
導
の
も
と
、基
本
的
な

ロ
ー
プ
の
縛
り
方
か
ら
、は
し

ご
等
の
資
器
材
を
使
用
し
傷

病
者
を
救
出
す
る
ま
で
の
応

用
的
な
訓
練
を
行
い
、訓
練

最
終
日
に
は
、救
助
隊
長
と

副
隊
長
の
厳
し
い
視
線
の
中
、

総
合
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
験
に
無
事
合
格
し
、

晴
れ
て
救
助
隊
員
と
な
っ
て

も
、一
つ
と
し
て
同
じ
状
況
が

な
い
現
場
で
救
助
活
動
を
行

う
た
め
に
、さ
ら
に
厳
し
い
訓

練
が
待
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

全
員
が「
一
人
で
も
多
く
の
命

を
助
け
た
い
」と
い
う
熱
い
思

い
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
の

で
、今
後
も
消
防
組
合
救
助
隊

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
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佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

3 2

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

（
平
成
27
年
１
月
〜
12
月
末
）

平
成
27
年
災
害
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
77
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
42
件
減
少

し
ま
し
た
。構
成
市
町
別
に
み
る

と
佐
倉
市
が
46
件
で
10
件
減

少
、八
街
市
が
27
件
で
27
件
減

少
、酒
々
井
町
が
４
件
で
５
件
減

少
で
し
た
。過
去
５
年
間
の
平
均

は
１０５
件
で
、こ
れ
と
比
較
す
る
と

平
成
27
年
は
例
年
よ
り
も
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、火
災
種
別
で
は
、建
物

火
災
が
39
件
で
最
も
多
く
、そ
の

他
火
災
24
件
、車
両
火
災
８
件
、

林
野
火
災
６
件
と
続
い
て
い
ま

す
。建
物
火
災
の
原
因
別
で
は
、

「
放
火（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）」

に
よ
り
発
生
し
た
火
災
が
７
件

で
最
も
多
く
、次
い
で「
こ
ん
ろ
」・

「
た
ば
こ
」・「
マ
ッ
チ・ラ
イ
タ
ー
」

に
よ
り
発
生
し
た
火
災
が
そ
れ

ぞ
れ
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
は
１
２
，０
４

９
件
で
、前
年
と
比
較
し
て
４５４
件

の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に

み
る
と
佐
倉
市
が
７
，４
４
５
件

で
３５２
件
の
増
加
、八
街
市
が
３
，６

２
８
件
で
１２７
件
の
増
加
、酒
々
井

町
が
９７６
件
で
25
件
の
減
少
で
す
。

事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最

も
多
く
７
，６
３
７
件
、次
い
で「
一

般
負
傷
」が
１
，６
５
５
件
、｢

交

通
事
故｣

が
１
，１
５
６
件
で
す
。

救
助
出
場
件
数
は
、139
件
で

前
年
と
比
較
し
て
５
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
78
件
、八
街
市
が
41

件
、酒
々
井
町
が
20
件
で
す
。

火災発生状況

救急出場状況 急病 一般負傷 交通事故 その他

建物 林野 車両 その他

先端屈折式はしご付消防自動車

バスケット リフター

伸縮水路装置はしご先端部分

先
端
屈
折
式
は
し
ご
付
消
防
自
動
車

若
き
救
助
隊
員
を
育
成

〜
救
助
隊
員
養
成
訓
練
〜

大
規
模
災
害
発
生
！

　
　
そ
の
時
あ
な
た
は
？

大
規
模
災
害
発
生
！

　
　
そ
の
時
あ
な
た
は
？

た
が
、バ
ス
ケ
ッ
ト
と
リ
フ
タ
ー

が
同
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、バ
ス
ケ
ッ
ト
を

使
用
し
素
早
く
要
救
助
者
に
近

づ
き
、さ
ら
に
リ
フ
タ
ー
を
使
用

し
て
連
続
的
に
要
救
助
者
を
救

出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
活
用

し
、よ
り
迅
速
な
消
防
活
動
を

行
う
た
め
に
、隊
員
一
人
一
人
が

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す

る
と
公
共
交
通
機
関
が
運
行

を
停
止
し
、帰
宅
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、災
害
発
生
時
に
多

く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅

を
始
め
る
と
、火
災
や
沿
道
の

建
物
か
ら
の　
落
下
物
な
ど
に

よ
り
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、災
害
時
に
優
先

さ
れ
る
べ
き
救
助
・
救
急
活
動

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

【
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い
】

○
ま
ず
は
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
し
よ
う
。

○
職
場
や
集
客
施
設
等
の
安

全
な
場
所
に
と
ど
ま
ろ
う
。

○
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無

事
を
確
か
め
よ
う
。

○
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な

ど
を
入
手
し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

　
　
　
　
　
お
き
た
い
こ
と
】

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち

歩
こ
う
。

○
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス

ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、手

袋
、飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用

意
し
よ
う
。

○
事
前
に
家
族
な
ど
と
安
否
確

認
の
方
法
や
集

合
場
所
を
話
し

合
っ
て
お
こ
う
。

○
徒
歩
や
バ
ス

に
よ
り
帰
宅
経

路
の
状
況
を
確

認
し
て
お
こ
う
。

○
帰
宅
経
路
の

コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は

コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
等
と
徒
歩
帰
宅
支
援
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、水
道
水
、ト

イ
レ
や
交
通
情
報
な
ど
を
可
能

な
範
囲

で
提
供

し
て
い

た
だ
け

ま
す
。）

倒
壊
建
物
か
ら
人
命
を
救
う 

〜
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
訓
練
〜
　

こ
の
運
動
は
、火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、高

齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者

の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
の
火
災
統
計

（
平
成
26
年
消
防
庁
資
料
）か
ら

●
建
物
火
災
の
出
火
原
因

１
位 

こ
ん
ろ

２
位 

た
ば
こ　

３
位 

放
火

４
位 

ス
ト
ー
ブ

５
位 

放
火
の
疑
い

●
死
者
の
発
生
し
た

　
住
宅
火
災
の
出
火
原
因

１
位 

た
ば
こ

２
位 

ス
ト
ー
ブ　

３
位 

放
火

４
位 

こ
ん
ろ

５
位 

放
火
の
疑
い

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

状
況
は
、１
，０
０
６
人
で
、う

ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
699

人
で
し
た
。高
齢
者
の
占
め
る

割
合
は
約
70
％
に
な
り
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
出
火
原

因
別
で
見
て
い
く
と
、た
ば
こ

を
出
火
原
因
と
す
る
火
災
で

は
不
適
当
な
場
所
へ
の
放
置

に
よ
る
も
の
や
、火
源
の
転

倒
・
落
下
、消
火
し
た
つ
も
り

の
再
燃
等
が
あ
り
ま
す
。ス

ト
ー
ブ
を
出
火
原
因
と
す
る

火
災
で
は
可
燃
物
の
接
触
・

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

【
統
一
標
語
】

３
月
１
日
〜
７
日

３
月
１
日
〜
７
日

無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ

火災予防ポスター展入賞者 平
成
28
年
１
月
12
日（
火
）、

13
日（
水
）の
２
日
間
、地
震
等

に
よ
る
大
規
模
災
害
発
生
時

の
救
出
活
動
に
備
え
て
、解
体

予
定
の
旧
志
津
公
民
館
の
庁

舎
を
使
用
し
て
ブ
リ
ー
チ
ン
グ

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

■
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
と
は
？

震
災
現
場
な
ど
で
、建
物
が

崩
れ
て
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人

を
探
し
出
し
、救
出
す
る
た
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
や
壁
な
ど

の
一
部
を
破
壊
し
て
、救
出
の
た

め
の
穴
を
開
け
る
方
法
で
す
。

助
け
を
求
め
る
人
が
近
く
に

い
る
場
合
に
な
る
べ
く
破
片
が

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
す
る

「
ク
リ
ー
ン
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
」、

近
く
に
人
が
い
な
い
場
合
に
で

き
る
限
り
早
く
穴
を
開
け
る

「
ダ
ー
テ
ィ
ー
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

■
山
武
郡
市
消
防
本
部
と
連
携

今
回
は
実
際
の
建
物
を
使

用
し
て
訓
練
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
し
た
の
で
、隣
接
し
て
い

る
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
と
合
同
で
訓
練
を

行
い
、連
携
活
動
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。消
防

組
合
で
は
、こ
の
よ
う
な
機
会

を
と
ら
え
、よ
り
現
実
の
災
害

現
場
に
近
い
状
況
で
訓
練
を
重

ね
、一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 クリーンブリーチング

ロープブリッジ渡過訓練応急はしご救出訓練

平
成
27
年
度
の
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
展
は
、管
内
小

学
校
30
校
か
ら
534
点
の
応
募

が
あ
り
、そ
の
う
ち
55
点
の

入
賞
者
に
賞
状
と
賞
品
を
、

ま
た
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

を
贈
り
ま
し
た
。ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
千
代
田
小
学
校

６
年　
岡　

 

健
太
さ
ん

■
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
佐
倉
小
学
校

５
年　
山
田 

千
尋
さ
ん

■
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

八
街
市
立
実
住
小
学
校

５
年　
川
村 

青
空
さ
ん

■
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

６
年　
塚
本 

永
愛
さ
ん

■
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
上
志
津
小
学
校

１
年　
菊
地　

 

涼
さ
ん

■
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
実
住
小
学
校

３
年　
札
場 

詩
織
さ
ん

■
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

６
年　
鳥
海 

柚
月
さ
ん

以
上
が
特
別
賞
７
名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か        

け
ん
た

 

や
ま
だ   

ち
ひ
ろ

か
わ
む
ら   

そ
ら

つ
か
も
と   

と
あ

 

き
く
ち       

り
ょ
う

 

ふ
だ
ば    

し
お
り

と
り
う
み  

ゆ
づ
き

0
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支援ステッカー（ガソリンスタンド） 支援ステッカー（コンビニ等）

中面 中面



■
音
楽
隊
の
活
動
内
容

消
防
組
合
音
楽
隊
は
、昭

和
59
年
の
発
足
以
来
30
年

間
、救
急
フ
ェ
ア
や
消
防
音

楽
隊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

の
定
期
的
な
行
事
は
も
と

よ
り
、県
、印
旛
地
区
ま
た

は
身
近
な
市
民
団
体
の
出

演
依
頼
に
応
え
、年
間
10
〜

15
件
程
度
の
行
事
に
出
演

し
て
い
ま
す
。

消
防
広
報
を
目
的
と
し

て
お
り
、近
年
で
は
音
楽
隊

員
に
よ
る
AED
の
使
用
方
法

を
楽
し
く
学
べ
る
寸
劇
や
、

子
供
向
け
に
防
火
の
た
め
の

音
楽
紙
し
ば
い
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。ま
た
、管
内
小

中
学
校
の
合
唱
部
な
ど
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
も

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
10
月
ご
ろ
行
わ
れ
る

千
葉
県
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、千
葉
県
内
の

消
防
音
楽
隊
が
一
同
に
介
し

て
合
同
で
演
奏
を
す
る
と
と

も
に
、消
防
広
報
を
行
っ
て
い

ま
す
。

平
成
27
年
10
月
22
日
、成

田
国
際
空
港
で
航
空
機
事

故
消
火
救
難
総
合
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、日
本
の
空
の
玄
関

口
で
あ
る
成
田
国
際
空
港
で

航
空
機
事
故
が
発
生
し
た

際
、各
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
も
の
で
、当

日
は
65
機
関
、１
，２
０
０
名

が
参
加
し
、消
防
組
合
か
ら

も
救
助
隊
と
消
火
隊
及
び

救
急
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、離
陸
滑
走
中
の

旅
客
機
エ
ン
ジ
ン
か
ら
出

火
、機
体
が
炎
上
し
多
数
の

負
傷
者
が
出
て
い
る
と
の
想

定
で
行
わ
れ
、実
際
の
機
体

を
使
用
し
救
助
隊
に
よ
る
機

内
か
ら
の
要
救
助
者
の
救

出
、救
急
隊
に
よ
る
ト
リ

ア
ー
ジ
と
応
急
処
置
、消
防

隊
に
よ
る
消
火
活
動
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

成
田
国
際
空
港
で
は
年

間
約
２
２
，０
０
０
回
の
離

発
着
が
あ
り
、平
成
21
年
に

は
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
80
便
が
着

陸
に
失
敗
し
て
炎
上
す
る

事
故
が
発
生
、消
防
組
合
か

ら
も
化
学
車
１
台
が
出
動

し
活
動
し
ま
し
た
。ひ
と
た

び
発
生
す
れ
ば
大
災
害
と

な
っ
て
し
ま
う
航
空
機
事

故
。事
故
が
発
生
し
た
際
、

１
人
で
も
多
く
の
命
が
助

け
ら
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら

も
他
機
関
と
訓
練
を
重
ね

航
空
機
災
害
に
備
え
て
い

き
ま
す
。

◯
過
去
最
大
規
模
の
訓
練

平
成
27
年
11
月
13
日

（
金
）、14
日（
土
）の
２
日

間
、千
葉
県
市
原
市
菊
間
・

市
原
ス
ポ
レ
ク
パ
ー
ク
隣

接
地
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、

第
５
回
目
を
迎
え
る
今
回

の
緊
急
消
防
援
助
隊
全
国

合
同
訓
練
は
、北
は
北
海

道
、南
は
沖
縄
県
の
全
て
の

都
道
府
県
か
ら
約
600
隊
、約

２
，２
０
０
名
の
緊
急
消
防

援
助
隊
が
参
加
し
た
ほ
か
、

警
察
、自
衛
隊
、災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
実
動

機
関
か
ら
も
200
名
が
参
加

し
、過
去
最
大
規
模
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◯
実
践
的
な
訓
練
内
容

こ
の
訓
練
で
は
、首
都
直

下
型
地
震
と
海
溝
型
地
震

が
連
続
し
て
発
生
、千
葉

県
で
は
最
大
震
度
７
を
観

測
し
、市
街
地
火
災
、コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
火
災
、津
波
浸

水
な
ど
複
合
的
な
災
害
が

広
範
囲
で
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、よ
り
実
践
的

に
す
る
た
め
に
、内
容
を
事

前
に
隊
員
に
は
知
ら
せ
な

い
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
と
呼
ば

れ
る
訓
練
方
法
で
、県
庁

や
消
防
本
部
な
ど
で
行
う

図
上
訓
練
と
、実
際
に
部

隊
が
活
動
す
る
参
集
訓

練
、実
動
訓
練
を
連
携
さ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
か
ら
陸
路
で

千
葉
県
に
進
出
す
る
ほ
か
、

自
衛
隊
大
型
ヘ
リ
、民
間
の

フ
ェ
リ
ー
や
航
空
機
な
ど

多
彩
な
手
段
で
参
集
す
る

訓
練
を
行
い
、陸
路
で
迅
速

な
進
出
が
困
難
な
場
合
の

対
応
の
検
証
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

◯
消
防
組
合
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
３
隊
参
加

消
防
組
合
か
ら
は
、千
葉

県
広
域
応
援
統
括
指
揮
隊

１
隊
４
名
、千
葉
県
第
２
ブ

ロ
ッ
ク
方
面
指
揮
隊
１
隊

４
名
、後
方
支
援
隊
１
隊
４

名
の
計
３
隊
12
名
が
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

◯
全
国
か
ら
一
同
に
集
結

総
務
省
消
防
庁
で
は
、緊

急
消
防
援
助
隊
の
消
火
・

救
助
技
術
や
指
揮
・
連
携

活
動
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成

７
年
以
降
、５
年
に
１
回
、

全
国
の
緊
急
消
防
援
助
隊

が
一
同
に
集
結
し
て
合
同
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
、将
来
発

生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
首

都
直
下
型
地
震
等
の
大
規

模
災
害
に
対
応
出
来
る
よ

う
、今
後
も
市
町
村
、県
域

を
越
え
た
訓
練
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

消防広報紙
ダイヤルダイヤル119119

先
端
屈
折
式
は
し
ご
車
／
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
訓
練
／

救
助
隊
養
成
訓
練

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
／

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
／

大
規
模
災
害
発
生
時
に
備
え
て
／

災
害
発
生
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３

消
防
音
楽
隊
紹
介
／
組
合
議
会
議
員
改
選
／

人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
／
平
成
26
年
度

決
算
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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緊急消防援助隊が出動！緊急消防援助隊が出動！
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

２ページのきゅうじょたいのしゃしんの中にいるよ！

関
東・東
北
豪
雨
被
害
発
生

平
成
27
年
９
月
、台
風
18

号
の
影
響
で
関
東・東
北
地
方

が
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
、10
日
に

は
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、

茨
城
県
常
総
市
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
緊
急
消
防

援
助
隊
第
３
次
千
葉
県
大
隊

と
し
て
出
動
要
請
を
受
け
、平

成
27
年
９
月
15
日
に
消
防
本

部
に
て
出
発
式
を
行
い
、茨
城

県
常
総
市
に
向
け
出
動
し
ま

し
た
。

◯
出
動
し
た
隊

・
消
火
小
隊
１
隊（
隊
員
５
名
）

・
後
方
支
援
小
隊
１
隊

 

（
隊
員
４
名
）

◯
活
動
期
間

・
平
成
27
年
９
月
15
日
か
ら

　
９
月
17
日
ま
で
の
３
日
間

◯
活
動
内
容

・
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
等

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
平
成
７
年
６
月
に
創
設

さ
れ
、今
年
で
発
足
20
年
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

に
出
動
し
、国
民
の
安
全
・
安

心
に
貢
献
し
て
お
り
、消
防
組

合
か
ら
は
11
隊
43
名
の
隊
員

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊急消防援助隊出発式

組
合
議
会
議
員
が

    

改
選
さ
れ
ま
し
た

◆
八
街
市
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】平
成
27
年
９
月
29
日

　
林　

 

政
男 

議
員

　
湯
淺 

祐
德 

議
員

　
石
井 

孝
昭 

議
員

【
退
任
】平
成
27
年
９
月
15
日

　
林　

 

政
男 

議
員

　
湯
淺 

祐
德 

議
員

　
中
田 

眞
司 

議
員

は
や
し　

  

ま
さ
お

 

ゆ
あ
さ   

ゆ
う
と
く

 

い
し
い   

た
か
あ
き

は
や
し　

  

ま
さ
お

 

ゆ
あ
さ   

ゆ
う
と
く

 

な
か
た   

し
ん
じ

捜索活動をする隊員（常総市）
３月１日～３月７日

「無防備な  心に火災が  かくれんぼ」

火災予防運動実施中！

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練 
〜
市
原
市
ほ
か
〜

消
防
音
楽
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
音
楽
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

航
空
機
災
害
に
備
え
て

人事行政運営等の状況

平成 2 6 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数

◎勤務時間の状況（平成27年4月1日現在）

◎職員の分限処分の状況（平成26年度）

◎年次有給休暇の状況（平成26年）

◎職員数の状況
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

◎職員の平均給与月額等
2. 職員の給与の状況について

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

5. 職員の服務の状況について

（１）歳入

6. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況について（平成26年度）

採用者数
12人

平均使用日数
10.4

取得率
23.8%

職　種

消　防

退職者数
13人 （採用者数は平成26年度分、

 退職者数は平成25年度分）

平成26年
372人

平成27年
372人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職3人を除く。

（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

　佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民のみなさんにご理解いただくため、次のとおり公表し
ます。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団な
どの救急救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修な
どを実施しております。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その
他の分野における能力アップを目的とした研修なども実施しております。
　また、職員の執務について、定期的に能力や実績などに関しての勤務成績の評定を行い、その評定の結果に
基づき、昇任などを行っております。

7. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成26年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催
して職員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医
による職場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

8. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成26年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 0 0

◎職員の懲戒処分の状況（平成26年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 0 0 0 0

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況 認定件数　2件
（３）佐倉市八街市酒々井町消防組合職員共済会による福利厚生事業

概　　要：職員共済会に助成金（平成26年度決算額）1,488,000円（1人あたり4,000円）
事業内容：健康管理セミナーの開催、救急医薬品配備等を実施

（４）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業
概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（５）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

平成26年4月1日現在 平成27年4月1日現在

42歳4月

平均給与 平均給与
月　 額
447,141円 42歳8月

平均年齢 平均年齢
給　料
341,124円

諸手当
106,017円

月　 額
449,502円

給　料
339,400円

諸手当
110,102円

科目
歳入合計
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債

決算額（円）区分

4,267,961,498
3,732,943,858

1,646,880
0

12,634,000
561,273

0
44,000,000

336
189,975,151
286,200,000

構成比（％）

100.0
87.5
0.0
0.0
0.3
0.0
0.0
1.0
0.0
4.5
6.7

（4）構成市町別分担金

科目
合計
佐倉市
八街市
酒々井町

合計区分

3,732,943,858
2,317,717,137
1,022,545,124
392,681,597

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

3,446,026,000
2,099,522,000
973,451,000
373,053,000

276,930,858
212,112,137
46,272,124
18,546,597

9,987,000
6,083,000
2,822,000
1,082,000

（２）歳出

科目
歳出合計
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費

決算額（円）区分

4,239,261,123
978,018
1,092,649

3,960,259,598
276,930,858

0

構成比（％）

100.0
0.0
0.0
93.4
6.6
0.0

（3）性質別歳出決算額

科目
歳出合計
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費
　  （１）元利償還金
　普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金

決算額（円）区分

4,239,261,123
3,175,913,301
228,573,217
8,187,231

238,022,116
276,930,858
276,930,858
311,072,400

0
311,072,400

562,000

構成比（％）

100.0
74.9
5.4
0.2
5.6
6.6
6.6
7.3
0.0
7.3
0.0

（単位：円）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

16

平成27年 4月29日
平成27年 5月 4日
平成27年 5月11日
平成27年 6月28日
平成27年 8月22日
平成27年 9月 5日
平成27年 9月12日
平成27年 10月15日
平成27年 10月24日
平成27年 10月25日
平成27年 11月22日
平成27年 12月12日
平成28年 1月 9日
平成28年 1月10日
平成28年 1月11日

平成28年 3月 6日

ユーカリが丘緑のまつり
佐倉草ぶえの丘五月祭
八街市戦没者追悼式
第35回印旛支部消防操法大会
臼井ふるさとにぎわい祭り
救急フェア
佐倉東部地区敬老会
酒々井町戦没者追悼式
千葉県消防音楽隊フェスティバル
ユーカリフェスタ
酒々井町新酒祭り
白銀自治会クリスマスコンサート
酒々井町消防出初式
佐倉市消防出初式
八街市消防出初式
平成27年度佐倉市春季
少年野球大会開会式（予定）

ユーカリが丘南公園
佐倉草ぶえの丘
八街市中央公民館
印旛西部公園
佐倉市民音楽ホール 他
ベイシア佐倉店
佐倉小学校
プリミエール酒々井
市川市文化会館
ユーカリが丘南公園
飯沼本家
白銀小学校
中央台公園
岩名運動公園
八街市スポーツプラザ

岩名運動公園

出 演 日 出 演 行 事 場  所

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
童
謡
・

ア
ニ
メ
の
曲
か
ら
演
歌
、懐

メ
ロ
ま
で
幅
広
く
、出
演
時

の
年
齢
層
を
考
慮
し
て
選

曲
し
て
い
ま
す
。

■
音
楽
隊
の
出
演
依
頼

音
楽
隊
員
は
、主
に
消
防

隊
、救
急
隊
、救
助
隊
の
職

員
が
交
代
制
勤
務
の
合
間

に
練
習
を
重
ね
活
動
し
て
い

ま
す
の
で
、
勤
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
上
、出
演

希
望
日
の
お
お
む
ね
２
ヶ
月

前
ま
で
に
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、行
事
の
内
容

等
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。平

成
27
年
度
の
出
演
状
況
は

左
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、音
楽
隊
の
出
演
予

定
に
関
し
て
は
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
順
次
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
企
画
調
整
室

☎
４
８
１ - 

１
２
０
６

U
RL

http://w
w
w
.119-sys.jp/t

he-firefighting-headqua
rters/soum

u-ka/fire-fig
hting-m

usicalband.htm
l

平成２７年度消防音楽隊活動状況

表1 表4


